
　市民文化会館で敬老会が開かれました。白浜小学校
 6 年生による白浜太鼓の演奏や各種表彰、演芸（マジッ
クと落語）、お楽しみ抽選会が行われ、約700人の参加
者は楽しいひとときを過ごしました。

長寿を祝って 敬老会����

広報しもだ  ２００７. １０ 月号  －８－
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    1 日 総合防災訓練
    2 日 下田市職員採用試験 （第 2 次）
    8・9日 ビッグシャワー
    6 日 南豆衛生プラント組合議会
13日～  9 月定例市議会

16日 歴史地震研究会講演会
17日 下田市敬老会
21～30日 秋の全国交通安全運動
22日 市内中学校　運動会
29日 市内小学校　運動会

　河内区 （山下達夫区長） が市役所を訪れ、知事褒章 （河川、海
岸関係） 受賞を市長に報告しました。河内区は、20年以上の
長期にわたり稲生沢川の草刈り、ごみ拾いなどの活動を行っ
ており、河川環境美化に大きく貢献した功績が認められての
受賞です。

河内区 河川愛護で知事褒章���

　総合防災訓練が敷根公園を会場に行われました。訓練には、
陸上自衛隊第 9 師団 （青森県） や岩下区第 1 自主防災会、各地
区自主防災会長などが参加。倒壊家屋からの救助訓練や応急
手当、炊飯訓練など被災後を想定した訓練が行われました。

東海地震に備えて���

　青年海外協力隊員としてザンビア共和国へ 2 年間派
遣されることになった長友郁代さん （柿崎） が出発を前
に市長を表敬訪問。派遣先では、障害児の自立のため
の手工芸の指導に当たります。

青年海外協力隊でアフリカのザンビアへ����

　平成 9 年 4 月から平成19年 3 月までの10年間、下田
市家庭児童相談員として、家庭における児童養育にご
尽力いただいた渡辺清江さん （田牛） に全国家庭相談連
絡協議会から感謝状が贈られました。

家庭児童相談員として10年間���

－９－  広報しもだ  ２００７. １０ 月号
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法順山了仙寺

下 
田 
市
長　

石 
井 
直 
樹

た
め
に
も
一
般
会
計
の
地
方
債
発
行

は
毎
年
４
億
円
以
内
に
抑
え
、
下
水

道
会
計
に
お
い
て
は
事
業
の
見
直
し

を
行
っ
て
発
行
予
定
額
の
減
額
を
図

り
ま
す
。
し
か
し
、
下
水
道
・
集
落

排
水
事
業
へ
の
繰
出
金
や
消
防
・
病

院
・
し
尿
処
理
事
業
な
ど
一
部
事
務

組
合
へ
の
負
担
金
も
実
質
的
な
公
債

費
と
な
り
、
今
後
も
こ
の
比
率
は
少

し
ば
か
り
上
昇
し
、
単
年
度
ピ
ー
ク

は
平
成　

年
度
に　

・
１
％
と
推
計

２１

２２

し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成　

年
度
に

２４

は
許
可
団
体
基
準　

％
を
下
ま
わ
り

１８

青
信
号
に
変
わ
る
計
画
で
す
。
更
に

 『
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
』

に
係
わ
る
公
営
企
業
経
営
健
全
化
計

画
の
策
定
を
進
め
て
お
り
、
上
水
道

や
下
水
道
事
業
の
高
利
地
方
債
の
借

換
え （
安
い
金
利
で
借
り
て
過
去
の
高

い
金
利
の
借
金
を
返
済
し
て
し
ま
う
）

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
自
治
財
政
室
は
「
指
標
は
一
つ

の
目
安
で
、
数
字
が
高
い
か
ら
財
政

が
悪
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、

財
政
運
営
上
大
き
な
問
題
で
は
な
い
」

と
話
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

情
報
で
市
民
の
皆
様
方
に
ご
心
配
を

か
け
な
い
よ
う
、
改
革
の
ス
ピ
ー
ド

ア
ッ
プ
を
図
り
、
目
標
に
向
か
っ
て

実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 
了 

り
ょ
う 

仙  

寺 

せ
ん 

じ

ペリー陸戦隊了仙寺調練の図（了仙寺蔵）

　

了
仙
寺
は
下
田
へ
入
港
し
た
ペ

リ
ー
艦
隊
の
応
接
場
と
な
り
、
ま

た
条
約
締
結
の
舞
台
と
な
っ
た
寺

院
で
、
幕
末
外
交
史
上
の
重
要
な

史
跡
と
し
て
国
の
指
定
を
受
け
て

い
ま
す
。

　

日
蓮
宗
の
寺
院
で
あ
る
法
順
山

了
仙
寺
は
、
江
戸
時
代
始
め
の
寛

永　

年
（
１
６
３
５
）
に
第
二
代

１２
下
田
奉
行
今
村
伝
四
郎
正
長
に
よ
っ

て
創
建
さ
れ
ま
し
た
。
今
村
公
の

働
き
か
け
に
よ
り
寺
領
が
朱
印
地

（
幕
府
に
よ
っ
て
安
堵
さ
れ
た
領

地
）
と
な
り
、
寛
政
５
年
（
１
７

９
３
）
の
幕
府
老
中
松
平
定
信
が

伊
豆
巡
見
し
た
際
に
は
定
信
の
本

陣
（
宿
泊
地
）
と
な
る
な
ど
、
江

戸
時
代
を
通
し
て
幕
府
と
の
関
わ

り
が
深
い
寺
院
で
し
た
。
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嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
）
３
月

に
締
結
さ
れ
た
日
米
和
親
条
約
に

よ
っ
て
下
田
が
即
時
開
港
と
な
る

と
、
ペ
リ
ー
艦
隊
が
順
次
下
田
に

入
港
し
ま
し
た
。
ペ
リ
ー
提
督
の

最
初
の
上
陸
は
非
公
式
な
も
の
で

し
た
が
、
支
配
組
頭 
黒  
川  
嘉  
兵  
衛 

く
ろ 
か
わ 
か 

へ 

え

ら
か
ら
、
了
仙
寺
に
て 
保  
命  
酒 
や

ほ
う 
め
い 
し
ゅ

 
九  
年  
母 
（
み
か
ん
の
一
種
）、
菓
子

く 
ね
ん 
ぼ

の 
饗 

き
ょ
う 

応 
を
受
け
ま
し
た
。

お
う

　

や
が
て
、
開
港
場
下
田
に
関
す

る
細
目
条
約
を
定
め
る
た
め
に
林

大
学
頭
ら
幕
府 
応  
接 

お
う 
せ
つ 

掛 
が
下
田
に

か
か
り

到
着
し
、
交
渉
準
備
が
調
う
と
、

ペ
リ
ー
提
督
は
軍
楽
隊
を
引
き
連

れ
、
祝
砲
を
轟
か
し
な
が
ら
３
０

０
人
の
水
兵
と
と
も
に
公
式
上
陸

し
、
了
仙
寺
に
て
幕
府
応
接
掛
と

交
渉
開
始
の
会
見
を
し
ま
し
た
。

　

条
約
交
渉
は
、
応
接
掛
の
発
言

が
幕
府
通
訳
に
よ
っ
て
オ
ラ
ン
ダ

語
に
訳
さ
れ
、米
国
人
通
訳
に
よ
っ

て
オ
ラ
ン
ダ
語
か
ら
英
語
と
な
っ

て
ペ
リ
ー
ら
に
伝
わ
る
と
い
う
時

間
を
要
す
る
も
の
で
し
た
が
、
嘉

永
７
年
５
月　

日
、了
仙
寺
に
て
、

２５

米
国
人
の
遊
歩
権
の
保
障
や
、
上

陸
場
所
、
休
息
所
（
了
仙
寺
・
玉

泉
寺
）、所
用
品
売
買
の
取
り
扱
い

な
ど
に
関
す
る
条
約
（
和
親
条
約

付
録
十
三
ヶ
条
・
下
田
条
約
）
が

締
結
さ
れ
、
以
降
安
政
６
年
ま
で

続
く
開
港
場
下
田
の
基
礎
的
な
ル
ー

ル
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

了
仙
寺
は
幕
末
開
港
の
歴
史
を

今
に
伝
え
る
史
跡
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
境
内
に
は
武
ガ
浜
浪
除
を

普
請
し
、
下
田
の
町
の
基
礎
を
築

い
た
今
村
伝
四
郎
ら
三
代
の
墓
地

（
市
指
定
史
跡
）
も
あ
り
、
今
日

で
も
多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

ア
ク
セ
ス

伊
豆
急
下
田
駅
よ
り
徒
歩　

分
１５

問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

�
�
５
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先
月
、
県
が
公
表
し
た
県
内
市
町

の『
実
質
公
債
費
比
率（
速
報
値
）』（
自

治
体
収
入
に
対
す
る
借
金
返
済
額
の

比
率
を
示
す
財
政
指
標
）
が
新
聞
に

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。 
そ
れ
に
よ
る
と
、

地
方
債
（
借
金
）
の
発
行
制
限
を
受

け
る　

％
以
上
の
自
治
体
は
あ
り
ま

２５

せ
ん
で
し
た
が
、
起
債
に
あ
た
り
知

事
の
許
可
を
必
要
と
す
る　

％
以
上

１８

の
自
治
体
が
８
市
町
あ
り
ま
し
た
。

下
田
市
は
牧
之
原
市
、
吉
田
町
に
続

い
て
高
く　

・
４
％
に
及
ん
で
い
ま

２０

す
。
早
速
、
こ
の
記
事
を
読
ん
だ
市

民
の
方
か
ら
「
市
長
さ
ん
！
下
田
市

の
財
政
が
黄
信
号
だ
と
書
い
て
あ
り

ま
し
た
が
、
本
当
に
危
機
的
状
況
な

ん
で
す
か
？
」と
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

「
交
通
信
号
で
は
黄
色
の
次
が
赤
で

す
が
、
下
田
の
財
政
は
黄
色
の
次
は

青
に
な
る
よ
う
、
市
職
員
と
一
緒
に

知
恵
を
出
し
県
内
の
ど
こ
の
市
町
よ

り
早
く
行
財
政
改
革
を
進
め
て
い
ま

す
。
ま
か
せ
て
お
い
て
下
さ
い
」
と

お
答
え
し
ま
し
た
。

　

市
長
就
任
時
全
会
計
で
２
５
１
億

円
あ
っ
た
借
金
は
昨
年
ま
で
に　

億
２４

円
減
ら
し
ま
し
た
。
今
後
は
『
公
債

費
負
担
適
正
化
計
画
』
ど
お
り
、
平

成　

年
度
ま
で
に
あ
と　

億
円
削
減

２２

２７

し
、
借
金
を
２
０
０
億
円
以
下
に
す

る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
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